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由 Ａ Ｂ ０ ， Ｅ Ｆ































部生（16） 大 院生（49） 研究 （28） 専攻生（ 1） 特別 （９）






































































































































































































内学校 海外学校 以外 海外学


















































































































































項目 Ａ＊ Ｂ＊ Ｃ ， .Ⅱ Ｆ Ｇ











































































































































ラジオ ナ レビ セ ヅ ト ビデオ パソコン ワープロ
場所 自宅 大学 他 自宅 大学 他 宅 大学 他 自宅 大学 他 自宅 大学 他 自宅 大学 他
小計 5０ 1６ ２ 6０ 1６ 5９ 1８ ２ 1８ 1２ １ 1 2５ １ 1１ 1 ２





















講義を聞く ノートを取る 先生に質問 資料を読む 試験の答案を書く




































































































































































113 113 113 113 113
レポートを書く 実験，演習に参加 議論 論文作成 口頭発表
















































































































































































計 1１３ 113 113 113
係の人に相談 買物 クラブ活動に参加 友人とおしゃべり





















































































































































































































































































































新聞，雑誌を読む ニュース番組を視聴 クイズ ， ドラマ番組 手紙を書く 電話で話す





































































































































































計 113 113 113
一緒に働く人と話す 客の世話をする 資料を読む 書類を書く





































































































































































































食事をする スポーツをする 病状を説明する 病状の説明を聞く









































































































































計 113 113 113 113
バス／タクシー 道をたずねる レストラン／喫茶店 デパート／スーパー 銀行/郵便局/市役所







































































































































































































学業活動 課外活動 ｱﾊﾟｰﾄ/下宿/寮 メディアの利用 アルバイト 街 病院／診療iﾂﾞ墓1胃，



































































































































































































































































































































































































指導教官 事務の人他 金大日本人の友人 大の留学生 他大学友人 ホストファミリー 管理人 その他日本人
回答数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ ％ 数 ％ 数 ％
４ ０ １４ 1３．５ 1６ 1５．４ １９ １８．６ 2６ 25.0 2６ 25.0 2９ 2７．９ 2１ 2０．２
２ 2.0 １ 10 １ 1.0 ３ ２．９ 1７ 1６．３ 2８ 26.9 1５ 1４． ８ 7.7
８ 8.1 ４ ３．８ ３ 2.9 1５ 1４７ ９ 8.7 ４ 3.8 ４ ３．８ ０ 0.0
1６ １６．２ 4０ 38.5 １８ 1７．３ 3９ 38.2 2９ 27.9 2９ 2７．９ 3１ 29.8 2３ 22.1
3 3 ．３ 3 3Ｌ４ 3０ 2８．８ 1７ 1６．７ 1５ 1４． 1０ 9.6 1４ １３．５ 2９ 2７．９
3６ 36.4 1 1１．５ 3６ 3４．６ ９ 8.8 ８ 7.7 6.7 1１ 10.6 2３ 22.1







































































































































































































































































































































































































系学部 理 学部 その他














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































18～ 21～ 26～ 31～ 36 41 無 計
ユ 一夕_ ２ 2４ ４ １ １ ０ 0 3２
一般学生 ３ 5６ ８ １ ２ ２ 7４






















































ユ 一夕‐ 1 ２ ２ １ ２ 1５ 1 ２ ２ ２ ２ ２ 2６ ４
一 学生 ３ １ ５ ５ ２ ２ ８ ３ ３ ５ 1９ １ ３ ２ ３ ３ ４ ２ 2７ 3９ ８
計 ２ ７ ２ ３ ８ ３ ５ ５ 3４ １ ４ ２ ３ ２ ５ ６ ２ ２ 2９ 6５ 1２
学部別合計 ５ 1４ ５ ８ 3９ ７ ５ ５ ６ ４ 106
学部 大学院 その他 合計
文系 2０ 1２ ０ 3２
理系 ９ 5１ 1０ 7０
不明 ０ ２ ２ ４

































































































































英語（４ Ｉii蒜'１１無回答（1５ 1ＭＩ母語（3.1％）英語（3.1％） 日本語（88.6％）日本語（78.1％）
雑談雑談
Ｉ編Ｉ ｐＨ五口書阿英無回答（21.9％日英（3.1％） Ｉ llll 日本語（82.9％）日本語（75.0％）
ゼ 『へゼミ





































































































































































































































































































薑薑チューターの場合 ４０．０％ ３０．０５■■■■■■■U■■■■■■■■￣－ 6名
不明(4.2％）
菫 (14.3％）､毛￣－■￣．ニーーー－－Ｊ￣ ￣－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣＿■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣＝＝＝=＝■■－－＝＝■■■■■■■■■■■■■■■■=￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣＝＝＝|＝＝＝＝＝-－一般学生の場合 ７
36名
次に，言語面での協力を見てふると，図11のとおり，初級の留学生に対しチューターは４人全員
が協力しているが，一般学生は３人（33.3％）しか協力していない。中級ではチューターは17名
（94.4％)，一般学生は28名（58.6％）が協力している。上級ではチューターが８名（80.0％）協力
しているのに対して一般学生は６名（42.9％）の協力である。調査人数が少ないため信頼度は高い
とは言えないが，この結果を見る限り次のような傾向があると言えよう。即ち，チューターはどの
レベルでも一般学生の協力を上回っているだけでなく，最も必要とされる初級レベルでの協力が一
番高く，中級・上級になるに従ってその度合いが減ってきている。一方，一般学生は日本語が大体
理解できる中級段階の協力が一番多く，上級・初級レベルの留学生への協力は少ない。換言すれ
ば，チューターの方が，留学生の曰本語理解力に応じた世話や協力をしているといえる。
－１６７－
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図１１留学生への日本語学習協力
中級
しない（5.6％）
上級初級
しない（0.0％）
８名
チューターの場合
する94.4％ する80.0％
４名
不明(2.1％）不
壹藝6名－■■■■■■■■￣■■■■■■■ ￣）＝ヨ一般学生の場合 】①焉二
３．４留学生の話す日本語や日本語クラスに関する意見・要望について
回答数106のうち，記入は25名（23.6％)，無記入は81名（76.4％）であった。記入された中で，
「問題がない」と回答した人は15名，残り10名が何らかの問題点や要望を記していた。
「問題がない」とする理由には，「留学生は曰本語が上手である」「日本語クラスは文法について
かなり詳しく教えてくれていると思う」などがあがっている。
次に，「問題がある」とする場合だが，その内容には，クラスレベルの問題・授業内容の問題・日
本人学生への広報活動の問題・その他に分けられる。クラスレベルに対して，「クラスのレベルと
留学生の日本語能力があっていないようだ」「工学部でもクラスを開設したら良い」「金沢大学以外
の組織での日本語学習の追加を余儀なくされているのが現状。もっと金沢大学の糸で問題解決がで
きないものだろうか」などの意見が出されている。授業内容に関しては「発音に少し重点をおいて
もいいのではないか」「てにをはがすこし変な場合がある」「スピーキングに関していえば，あまり
進歩がないようで残念」といった指摘があげられている。日本人学生への広報活動とは，これまで
留学生教育センターでどんな日本語教育を行ってきているか外部に対して知らせる努力をあまりし
てきていないことから，「日本語クラスでどういう授業が行われているかわからない。授業の内容
を知りたい」という要望，「曰本語クラスで出る留学生と日本人学生とのコミュニケーション上の
問題点を一般学生に知らせたらどうか」という指摘など参考に値するものもあった。また，「内容が
理解できなかった質問に対して，あやふやな答えをしない」という意見もあった。
Ⅳ．まとめ
４．１全般的な傾向
金沢大学で学ぶ外国人留学生の日本語学習のための調査ということで実施したアンケート調査で
－１６８－
金沢大学外国人留学生の日本語学習に関する調査報告
Iまあるが，この調査によって留学生の姿と同時に金沢大学の日本人学生が留学生とどのように接し
ているのか，どのような協力をしているのかといった日本人学生の姿がはっきりしてきた。留学生
と普段接している日本人学生は予想外に少なく，同じ研究室に所属していても講義・ゼミ・実験の
場面で過半数以上が留学生と接触をもっていない。ごく限られた曰本人学生の承がゼミや実験で留
学生とほぼ１曰中接している，という結果になっている。その際の言語は，理系の一部を除いて日
本語がほとんどである。
留学生に対する生活面での協力は，「必要がないから」ということであまり行われていないが，日
本語学習面での協力はチューターでは９割が，一般学生でも過半数が行っている。
４．２チューター制度に関して
チューター制度については，これまで水谷（1990：ｐ,92）が「チューター制度は，留学生に対し
てだけではなく日本人学生にも役立つという見通しと理想に基づいて作られたものなのであろう
が，実際にはなかなかうまくいかない。成功だと言えない例の方が多いかもしれない」と述べてい
るように悲観的な見方がされたり，また既にチューター制度が存在しているにもかかわらず，「金
沢大学でも他大学のようにチューター制度をのぞむ」といった意見が当大学の留学生用のアンケー
ト調査で出されるなど，うまく機能していない一面がある。この調査においても，留学生に親身に
世話や協力をしている一般学生がいる反面，ほとんど留学生と接していないチューターがいるな
ど，それを裏付ける結果も出ている。しかし，全体として眺めた場合，チューター学生は一般学生
に比べ，留学生に対し約1.5倍の接触時間をもち，生活協力に及んでは，３倍という高い結果を示し
ている。日本語学習面での世話・協力も一般学生に比べ，チューターの方が留学生の必要度に合わ
せた内容の協力をしている。やはり，チューターは，一般学生より留学生に対する意識が高いとい
えよう。
４．３理系と文系
予想されたことだが，理系学生は文系学生より留学生と接する時間が長く，約３倍である。
では休憩時間やゼミや実験の時間に，文系では休憩時間，講義の時間にやや多く接している。
では，場面によって日本語以外に英語が用いられる時がある。
理系
理系
４．４その他
金沢大学の留学生の日本語理解力は，滞在の長い留学生が多いせいか，初級レベルが少なく，中
級から上級レベルが多い。
Ｖ・おわりに
この調査ではアンケートの対象を留学生が所属する研究室の曰本人学生に限定している点，また
回収率が50％であることから，この結果からただちに金沢大学の日本人学生全体について論ずろに
－１６９－
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|ま無理な点があるかもしれない。しかし理系と文系別にゑた留学生と接する時間・場面・言語の差
異や，チューターと一般学生の協力意識の相違はかなり明らかにすることができたと思われる。
勿論，今回始めて実施した日本人学生用アンケート調査ということで，質問項目に不備・不足な
箇所が二・三見つかった。この点は今後更に改善を重ねていきたい。
次に，今後への展望としては，以下の３点があげられる。
１）留学生自身，指導教官，日本人学生それぞれ個別に調査・分析をおこなった結果がでている
が，これらを有機的にクロスオーパーさせた分析が必要だと思われる。それによって，留学生が真
に必要としている日本語学習のありかたがみえてくるであろう。
２）日本人学生は留学生センターや，留学生向けの日本語授業に関する情報を得る機会が限られて
いる。「留学生について知りたい」「日本語クラスに関心をもっている」学生に対し，もっと積極的
に働きかけていく努力が必要であろう。例として，留学生，チューターを中心とした曰本人学生，
日本語講師などを交えたミーティングをコース開始の４月と年度末の３月に実施し，問題点や反省
点を指摘し合い意見の交流をはかることや，集まった意見を何らかの形で発表するといった地道な
活動が望まれる。
３）日本人学生から指摘があったとおり，日本語クラスをもっと留学生の実態に合わせる努力が必
要とされる。具体的には，「留学生の所属するキャンパスで開講する（これは，初級Ⅱレベルと中級
レベルでは行っているが初級Ｉレベルでは城内キャンパスしか開講されておらず，工学部の留学生
には不便であろう)」（注２）ことや「現在１クラス10名程度の定員を５～７名程度に減らし，より
きめ細かい授業を行う」などが考えられる。
最後に，この調査に協力して下さった日本人学生の方を，アンケート配布と回収の労をとってく
ださった学生部留学生係の寺井，岡田の両氏をはじめとする各学部の留学生窓口の方々に心より感
謝の意を表したい。
注１：チューター制度に関し，「外国人留学生特別指導費取扱い要項」では次のように記されてい
る。
この制度は，国立大学又は国立高等専門学校に在学する外国人留学生に対して，指導教官の指導
の下に，大学等が選定したチューターにより教育・研究について個別の課外活動を行い，もって留
学生の学習・研究効果の向上を図ることを目的とする。
注２：９２年度前期は，このアンケート結果の要望に基づき，初級Ｉレベルも城内・工学部の２か所
で開講し，学習者のニーズに合わせた授業を行っている。
参考文献：
水谷修「留学生と日本語教育」『異文化間教育４』1990,アカデミア出版会
－１７０－
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日本人学生用アンケート
資料
※もし研究室にチューターをしている（いた）人がいる場合，一部はチューターの方，他の一部は
一般の学生の方に記入をおねがい致します。もし全くチューター経験者がいない研究室の場合に
Iま，二部共一般の学生の方に記入をおねがいします。
回答者（下記に関する個人情報は，研究以外には一切使用しません）
Ｉ．（もしお差し支えがなげれば）お名前をお書き下さい。
年齢は，
'性別
歳
a）男性 b）女性
Ｉあなたの身分・所属学部・専攻を教えて下さい。
ａ）大学院生（ 研究科）
ｂ）学部生（学部．
ｃ）研究生（学部．
ｄ）その他（
Ｊ
Ｊ
Ｊ
科
科
Ⅲ、あなたは，これまでに海外に長期滞在（３か月以上）した経験が，ありますか。
ａ）ある ｂ）ない
ａ）あると答えた方におたずねします。
期間
期間
Ⅳ．知っている外国語を教えて下さい。
（語）（ 語）
－１７１－
国名 目的・身分 主な使用言語
Ｏ観光
１学位をとるため
２教育・研究のため
３語学を学ぶため
４企業などの海外勤務
５家族に同行して
６その他（）
国名 目的・身分 主な使用言語
０観光
１学位をとるため
２教育・研究のため
３語学を学ぶため
４企業などの海外勤務
５家族に同行して
６その他（）
留学生教育センター紀要
質問
Ｌ金沢大学には，日本人学生が留学生の世話をするチューター制度があります。あなたは今，留
学生のチューターをしていますか。
Ａ）している。
Ｂ）していない。
Ｃ）今はしていないが，これまでにしたことがある。（年前）
Ａ)，Ｃ）と答えた方におたずねします。チューターをしている（していた）留学生の国名と性
別を書いて下さい。複数の場合は，複数に関して書いてください。
国名（ ）
'性別（ａ、男'性ｂ、女性）
国名（ ）
'性別（ａ・男性ｂ・女'性）
国名（ ）
'性別（ａ、男性ｂ、女'性）
留学生１
留学生２
留学生３
以下の質問では，チューターをしている（いた）人は，チューターの相手に関して，チューターを
していない人は，普段接している留学生に関して書いてください。
留学生と時間を共にするのは合計（時間／週）
その内訳はＡ）講義（時間／週）
Ｂ）ゼミ（時間／週）
ｃ）実験（時間／週）
Ｄ）昼食時を含む休憩時間（
Ｅ）その他（時間／週）
Ｈ、
時間／週）
Ⅲ、留学生と接する際，主として用いられている言語について教えて下さい。
Ａ）挨拶をする（語）
Ｂ）雑談をする（語）
Ｃ）ゼミでの話し合い（語）
Ｄ）実験の際の指示，打ち合わせ（語）
Ｅ）その他（具体的に書いてください 語）
－１７２－
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Ⅳ、今研究室にいる留学生に対する生活面や日本語面での協力・世話についておたずねします。
（複数回答も可です）
※生活面に関して，協力・世話をしていますか。
Ａ）している Ｂ）していない
Ａと答えた方は，次の設問にお答え下さい。
それは，どのような協力でしょうか。
ｌアパートさがしの手伝い
２市内の案内
３大学構内の案内
４病気など緊急時の世話
５その他（）
Ｂと答えた方は，次の設問にお答え下さい。
それは，何故ですか。
※日本語面に関して協力・世話をしていますか。
Ａ）している Ｂ）していない
Ａと答えた方は，次の質問にお答え下さい。
それは，どのような協力でしょうか。
Ｂと答えた方は，次の質問にお答え下さい。
それは，何故でしょうか。
１曰本語の勉強（宿題など）の分からな
い箇所を教える
２日本語による講義の分からない箇所
があったら教える
３テキスト／文献にふりがなをつける
４レポートを添削する
５話している時，間違いに気付いたら直
す
６曰本語による発表の準備を手伝う
７その他（）
ｌ研究室では，曰本語以外の言語（
語）で会話がなされており，曰本語は必要
ないから
２留学生は曰本語が上手であり，教える必
要がないから
３留学生のほうから，積極的に近づいてこ
ないから
４留学生が，全く曰本語を話そうとしない
から
５自分がうまく日本語が教えられないから
６自分の研究が忙しく，留学生に日本語を
教える暇がないから
７面倒だから
８留学生とは，曰本語で話すより他の言語
（英語）で話した方が，自分の語学上達に
つながるから
９その他（例えば）
－１７３－
留学生教育センター紀要
Ｖ、留学生の日本語について，質問します。
Ａ）留学生はあなたの話す日本語が
０）全然わからない
１）少しわかる
２）だいたいわかる
３）よくわかる
Ｂ）あなたは，留学生の話す日本語が
Ｏ）全然わからない
ｌ）少しわかる
２）だいたいわかる
３）よくわかる
Ⅵ．留学生の話す日本語や日本語クラスに関して，御意見・御希望がありましたら，お書き下さい。
御協力，どうもありがとうございました。
－１７４－
金沢大学外国人留学生の日本語学習に関する調査報告
むすび
今回の調査で留学生の曰本語学習について，留学生自身と周辺の人々の両方に視点をおくことに
より明らかになったことも多い。留学生と特に大学院レベルの一部教官との間の曰本語学習に対す
る必要度についての認識の違いもそのひとつである。多くの留学生が日本語の上達を希望している
のに対して，教官の中には博士課程では日常会話程度で十分であるという意見や曰本語を習得する
ことと博士号を取ることは時間的に両立は難しいとの見解もある。今後今回の調査結果をもとに，
留学生が必要だと認識する日本語能力と指導教官から見たそれとの間にどのような違いが見られる
かさらに深く探ることが次の課題である。その結果はカリキュラム編成などでの今後の留学生への
対応に活用できることと期待する。
日本人学生と留学生の交流面においてもいくつか問題がある。今回の調査では，両者間で期待さ
れたほど多く交流がなされていないことが指摘された。ただし，それは曰本人学生も留学生も交流
を持ちたいという意志はあるものの，お互いに交流を始めるきっかけがつかめないことによるよう
である。また交流の場で日本語が多く使われているという調査結果から，留学生の日本語能力の不
足が交流の妨げになっているとも推測される。だからこそ留学生は，日本人学生とより多く交流の
機会を持つためにも日本語を学びたいと望んでいるのであろう。
このように曰本語学習の問題は留学生活の中で大きな位置を占めている。この調査を機会に，私
たちは留学生の日本語教育に関する問題にさらに積極的に取り組もうと意を新たにし，まずは今回
の結果を今後の日本語の授業編成やシラバス作成に反映させていきたいと考えている。同時に，留
学生問題にかかわる大学関係者の方々にも日本語教育について一層の深い御理解をいただけること
を希望する。（文責札野）
－１７５－
